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なかったという仮定ができるわけですので、収

納業務というのは非常に大事な業務であります

ので、ぜひこれからもその点を維持していただ

きたいなというふうに思っております。 

 もうほとんど聞けなくなりましたが、建設参

事のほうからいろいろありましたけれども、住

宅使用料がなかなか進まない理由として３点ほ

ど上げていただいたんですが、これを何か聞い

てますと、他力本願で、何か自助努力が足りな

いんじゃないかなというふうに、私はそういう

気を持ってしまうんですね。確かに私債権です

から一つの制約があることはあるかもしれませ

んけれども、それはそうではなくて、やっぱり

きちっと収納業務を上げていくという取り組み

は必要だと思いますので、答弁お願いいたしま

す。 

○平 進介議長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 決して他力本願ということで答弁申し上げた

わけではなくて、実際に毎年、蒲生議員からこ

ういうお叱りを受けるというのを、私だけでは

なく、職員も自覚して、その上で、市政の税も

含む公的な使用料の公平性というのを念頭に置

いて、今後、業務、早急に進めさせていきたい

というふうに考えておるところです。 

○平 進介議長 15番、蒲生光男議員。 

○１５番 蒲生光男議員 もう時間で、質問でき

ないんですけども、ぜひ来年の数字をご期待申

し上げたいと思います。また来年の９月、一般

質問でお目にかかれると思いますので。 

 あと、有休なんですけども、私が聞いている

範囲では、文化生涯学習課は3.8日だったとい

うことで、もっと少ないですね。こういう問題

をやっぱり直視していただいて、買い上げが、

それが全てじゃないですけれども、いろんな工

夫をしていただいて、まず振り休がそもそも全

部100％消化できてないということをお聞きし

ておりますので、まず振り休ができなかったら

これ、その先に進めないと思うんですよね。そ

ういう職場環境を何とか改善していただくよう

にぜひともお願いしたいもんだなと思います。

これからは非常にスポーツ課などは忙しくなり

ますから、ぜひそこら辺に目を向けていただい

て、市長のリーダーシップをお願いしたいと思

います。 

 以上で質問を終わります。 

 

 

 鈴木一則議員の質問 

 

 

○平 進介議長 次に、順位12番、議席番号１番、

鈴木一則議員。 

  （１番鈴木一則議員登壇） 

○１番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木一則でご

ざいます。早いもので議員当選より４カ月がた

ちました。このたび２回目の一般質問に立たせ

ていただきました。 

 この間の議員活動では、市議会以外に市主催

イベントや各団体総会等への出席、また、地域

においても地区主催事業や各地域団体総会など、

思っていた以上に日程が割かれ、率直なところ

忙しいと感じています。しかし、今までかかわ

ってこなかったことも多くあり、多くの皆さん

のご協力で事業等が進み、また、町が動いてい

るんだと、感謝とともに、自分の責任の重さを

感じています。 

 この週末、私の集落も含め、豊田地区、平野

地区の各集落の神社の秋の例大祭がほぼ終わり

ました。残すは中央地区の皇大神社、それから

總宮神社の例大祭となってまいりました。秋の

実りも順調のようで、ことしも豊穣であること

を願います。 

 獅子舞は、舞う若連中の勇ましさや躍動感は

頼もしく、若き日を思い出しますが、今は獅子

の幕に入る人も少なくなったとそれぞれの地区
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から聞こえます。笛は女性や中高生に協力をい

ただき、太鼓についても協力をいただいている

ところも多くなりました。小さいころから参加

し、地域の行事を、大切な行事に触れて心の醸

成を図っていくということは大変よいこととい

うふうに思いますが、根本的に地域で若い人が

定着し、活躍できるよう、皆さんとともにまち、

人づくりに知恵を絞り、汗をかいていきたいと

思います。 

 質問に入ります。明確なご答弁、よろしくお

願いいたします。 

 先ごろ開催された長井～白鷹間西廻り幹線道

路建設促進期成同盟会総会の案内があり、出席

いたしました。通常の総会の出席の感覚でおり

ましたが、この同盟会では、産業・建設常任委

員会委員も会員となっておりました。また、長

井市、白鷹町の関連団体の長で構成されており、

重大さの認識が不足していたと反省したところ

でございます。 

 この同盟会は、長井市長が会長で、白鷹町長

が副会長、市町挙げての合同要望であり、それ

ぞれの課題は違うと思いますが、この道路の役

割は共通して大変意義があるものと思います。 

 長井市ではかねてより平野地区、西根地区で

は地区挙げての推進に取り組まれており、その

後、中央地区が入り、長井市の建設促進期成同

盟会が設立されました。また、白鷹町も荒砥橋

かけかえに絡み、鮎貝地区等で整備の促進活動

が進められておりましたので、強力な要望活動

で早期に実現が望まれています。 

 そこで、質問の１つ目、西廻り幹線道路整備

に伴い、市内幹線道路及び一般市道等の実態と

将来の道路整備について伺います。 

 初めに、国道287号線の長井市－米沢北イン

ターチェンジまでの事業進捗について伺います。 

 平成28年３月に長井南バイパスが完成しまし

た。国の高速道路ネットワークにおける東北中

央自動車道整備と新潟山形南部連絡道路整備に

あわせ、置賜地域の道路ネットワーク形成の重

要な路線である国道287号線の整備により、置

賜生活圏30分構想の確立が進められています。

現在は、延長である川西バイパス、米沢川西バ

イパス、東北中央道米沢北インターチェンジに

タッチする米沢北バイパスの整備が進められて

います。 

 長井南バイパスの現ルート決定までは、交通

の至便さの優先、まちづくりや都市振興の観点

で、東回りや西回りルートなど、多くの議論が

なされてきたと聞いています。現ルート決定は、

定かではないですが、平市政のとき、平成８、

９年ごろでしょうか、長井市側の本格的な事業

着手は平成18年ごろだったと思います。完成ま

で10年、事業着手から20年余りがかかっていま

す。この間、リーマンショックによる不況や政

権交代による公共事業の進め方の影響もあり、

道路を初めとするインフラ整備の予算が激減し、

遅々として進まないという時期がありました。

しかし、平成20年ごろは30から40％台の東北で

も最低の整備率だった高速網整備が、細切れ整

備だった区間が少しずつつながり、整備率も少

しずつですが伸びてまいりました。置賜地域で

の東北中央自動車道の県境区間の整備が順調に

完成し、ようやく接続幹線道路整備が急がれる

状況ではないでしょうか。 

 最初に、長井南バイパスの整備経過と米沢北

インターチェンジまでの国道287号線整備の計

画について、建設課長に伺います。 

 また、長井市街地以北、森地区、白鷹町地内

の国道287号線整備の経過と今後の整備につい

てあわせて伺います。 

 ２つ目、ことし３月に策定された長井市都市

マスタープランの第３章、部門別計画の交通施

設計画では、主要幹線道路として西廻り幹線道

路が位置づけられていますが、道路網計画図上

では現長井南バイパスとのタッチする部分が空

白となっています。ルート決定には相当の努力
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が必要ということは理解しています。この３月

策定の都市機能を効果的、効率的に再整備し、

持続可能な長井市としていくという立地適正化

計画、また、そのもととなる今後の都市形成の

基本的な考えを示す都市マスタープランは、市

街地中心から周辺にと考えられていますが、市

街地から高速交通ネットワーク網へつなぐ長井

南バイパスの役割は、延長される方向を想定す

ると、市街地から離れた豊田、平野地区になる

と思われます。整備されれば、人の流れ、商工

業施設の張りつきと、それに伴う住宅地の開発

と、連鎖的に発展が見込まれますが、同時に地

元も大変影響があると思います。市長は、西廻

り幹線道路ルート検討に当たり、今後のまちづ

くりや発展にどのような視点をお持ちか伺いま

す。 

 ３つ目、長井市、白鷹町も早期の完成が望ま

れる西廻り幹線道路ですが、ことし３月に策定

された山形県道路中期計画2028において、2023

年までに調査着手されることになりました。こ

れまでの要望活動の成果であると思いますが、

しかし、県の道路整備と投資的経費が平成10年

度をピークに平成30年度は80％の減少で、土木

予算も平成10年度をピークに３分の１になって

いる現状からすると、長井南バイパス同様、市

内分の完了でも完成に20年以上かかるのではな

いでしょうか。 

 長井南バイパス完成を迎える際に、当時から

館町南地区の大型商業施設前からさくら大橋十

字路の渋滞、また、舟場十字路までの長井バイ

パスの渋滞が見られていたことから、一層の渋

滞を心配する声がありました。分散道路整備を

要望すべきという声があったと思います。実際、

完成後の現在、泉地区では朝夕、特に夕方、買

い物のため集中すると考えられますが、館町南

の大型商業施設Ｔ字路から福田橋の大渋滞や途

切れなくなった交通量で歩行者の横断ができな

い、集落道路から道路に出ることが難しくなっ

たなどの声をいただいています。計画当時、想

定されていない事態に住民も不安となっていま

す。 

 渋滞事例では、館町南から舟場までの国道

287号線長井南バイパスの渋滞対策や迂回路と

なっていた金井神地区の狭隘道路解消と住民の

安全を目的に、市道金井神線を平成20年度ごろ

から国土交通省の協力を得て事業に入り、よう

やくことしの完成とお聞きしますので、渋滞緩

和が見込まれます。 

 交通量を分散させる道路がぜひ必要と思いま

す。現状の羽黒地区交差点以北の問題解消のた

めに、主要地方道椿長井線へつなぐ市道天神原

線や沼田線の改良など、交通量を分散するなど、

解決する対策を進めていただきたいと考えます

が、市長のご見解をお伺いいたします。 

 ４つ目、商業施設の集積がある館町南、台町

地区の渋滞は夕方が顕著となっています。市民

の通勤や買い物など経済的な問題を直視しない

と道路渋滞等の問題は解決しないのではないで

しょうか。 

 都市マスタープランは基本的な考え方ではあ

りますが、西廻り幹線道路など新たな道路整備

は人の動きや経済活動を一変すると考えます。

周辺部と接続する道路に重点を置いた施策の必

要を感じます。例えば、地元の例ですが、都市

マスタープランの一般幹線道路に位置づけられ

ていない市道が重要な生活道路となっています。

主要地方道中時庭線よりは市道時庭川窪線や時

庭１号線が米沢市、南陽市方面の重要な通勤路

線となっていますし、飯豊町、川西町方面の通

勤は市道歌丸添川線、一本柳上川原線が重要な

路線です。 

 公共施設整備計画のインフラ整備の整備方針

では、優先順位や財政状況を見てという表現に

とどまり、具体的な計画策定に言及されていま

せんが、都市の発展のために、道路網整備はよ

り生活に密着したものにしていく必要があるし、
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既存道路の交通量などの実態把握をもとに戦略

的な整備を検討すべきと考えますが、建設参事

のご見解をお伺いします。 

 質問の２つ目、重要文化的景観の選定後の現

状と今後について伺います。 

 初めに、昨年２月に最上川上流域における長

井市の町場景観が国の重要文化的景観に選定さ

れましたが、施政方針では、平成30年度は景観

整備の理念や方針を示す整備構想を策定し、平

成31年度は具体的な整備の進め方を定める整備

計画の策定に向けて取り組んでまいります。あ

わせて、文化的景観の価値や理念が市民に広く

浸透するよう、啓発活動に取り組んでまいりま

すと記されています。 

 先ごろいただいた成果報告書では、構想案の

策定が進み、整備計画策定につなげることがで

きたが、市民意見の吸い上げや庁内関係が不十

分のままであり、今後、具体的な事業を検討す

るには時間を要する状態となっているとのこと

ですが、構想案の周知状況、続く整備計画策定

の進捗について、文化生涯学習課長に伺います。 

 また、庁内関係課との連携は建設課の景観計

画を指していると思いますが、どのような課題

なのかお知らせください。 

 ２つ目、選定に当たり、先人の景観や建物、

風俗を文学的な価値として評価し、地域で守り、

次世代へ継承していくことが求められていくわ

けですが、今いる私たちも重要な役割を担って

いると感じています。全国で64件、平成31年２

月26日時点でございます。の一つとして大変価

値のあるものですが、成果報告書では、今後の

さまざまな制度整備や背後地の追加選定と相当

の業務が積み残っているようで、課題は多いよ

うです。 

 選定されて全国に知ってもらうことで、観光

や地域振興に重要な役割を果たすと思っていま

すが、制度そのものは文化財の保護、保存だけ

で見るのみですが、何かしらの活用ができない

のでしょうか。今後の展開や可能性について、

教育参事に伺います。 

 また、観光事業に力を入れている近江八幡市

では、専門の担当を置き、取り組んでいるよう

です。今後、地権者や所有者の理解を得て進め

ることや、保存計画の策定、調査などの対応の

ため、体制の検討が必要ではないですか。教育

参事にあわせて伺います。 

 以上で壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございました。 

○平 進介議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木一則議員からいただきまし

た西廻り幹線道路及び市内道路整備についてと

いうことで、私からは（２）の長井南バイパス

と西廻り幹線道路との接続ルートの考え方、ま

た、（４）ですか、既存道路の実態把握と戦略

的な整備の検討ということ等々についてお答え

申し上げたいと思います。 

 まず最初に、将来の道路整備の考え方全体と

いうことでの鈴木一則議員からのご質問、ご提

言だと思いますので、少し考え方を申し上げた

いというふうに思いますが、そもそも西廻り幹

線道路って何だということなんですが、今から、

そうですね、十四、五年前ぐらいからそういう

話が出てきたんですが、いろいろ突き詰めます

と、かつての勝見芳美元議長が西廻り幹線道路

とおっしゃったんですね。それは何かというと、

都市マスタープランの中に西に１本、線がある

と、いわゆるバイパスみたいな線があると、こ

れを西廻り幹線道路と言って、最初、西根の環

促協、地対協で話しして、それが平野の皆さん

とじゃあ一緒にやっていこうと、それが長井南

バイパスのいわゆる西に延びる部分ということ

で、恐らく平成の七、八年ごろ、長井南バイパ

スのルートが決まるあたりからそういうものが

具体的な構想として生まれてきたのかなという

ふうに思ってます。 

 一方で、ことし、南陽高畠から山形上山バイ
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パスまでの東北中央自動車道、開通しまして、

改めて市民の皆様、感じていると思うんですが、

高速交通網すごいなと、これほど時間的な、あ

るいはさまざまな流通、観光等々も含めて大き

く変わるのかとびっくりしたところです。例え

ば、きのう、おととい、天童で、オリパラのイ

ベントがあったんですが、天童のイオンモール

なんですが、長井の人いっぱい遊びに来ている

んですね。それは多分348経由もあるんでしょ

うけど、私がたまたま声かけられた人は南のほ

う、豊田の人でしたので、あっち通っているん

ですね。１時間かからないんですね。40分から

50分なんですよ。ですから大きく変わったと。

そこからいいますと、長井は本当に高速交通網

から置いてけぼりになってしまったと。やっぱ

り将来的なビジョンなり、あるいは戦略という

のが長井は余り重要視してこなくて、道路の将

来的な、例えば高速道路を通そうなんていう話

は出たことがないんですよね。ですから本来は

そういうこともどうするかというのを私ども当

局側と議会といろいろ議論しながら、そこまで

は要らないだろうとか、でも13市の中で唯一通

ってないのは長井市だけですから、それ何とか

しようというふうになるのか、そういった議論

をしなきゃいけないと思ってます。 

 ちなみに、私ども、内部で話しているのは、

自動車専用道路が欲しいと。そうすると、もう

道は一つしかないんですよね。新潟山形南部連

絡道路って信号がないわけです。基本的に自動

車専用道路ですから。287号線の規格は、規格

の高い道路なんですが、必ずと言っていいほど

信号でとまらなきゃいけないと。特に長井南バ

イパスも、長井は真面目に取り組んで、長井部

分は信号ないんですよ。現道とぶつかるところ

といわゆる113号線の川西のところ。ところが

川西の部分は信号があるんですね。大体113号

線と287号線、何で立体交差しないんですかと。

この辺もおかしいし、そこから数百メートル行

った町道と、長井南バイパスですよ、あそこ、

川西分です。信号があるわけですよ。去年、お

ととし、県土整備部長にも話ししましたけども、

何で長井南バイパスのすぐそばにうちが建って、

そこから出入りできるんだと、規格の高い道路

じゃないじゃないですかと、我々長井は長井南

バイパスの脇、側道を通しているわけですよ、

わざわざ。そして側道で、周辺の住民の皆様は

そこを通って、横断などは基本的にアンダーな

んですよね。そういうことなしにして、このま

まずっと米沢北までつないでいったってたかが

知れているだろうということで、やっぱりもう

少ししっかりしなきゃいけない。 

 そうしますと、新山道のもう一つ、もう１本

ルートを通せないかと。それをこの間、山形の

スマートインターチェンジの地区協議会に、置

賜からは白鷹町と長井市入りましたけれども、

山辺町と、山形、山辺、白鷹、長井で、２市２

町で協議会つくったんですけども、そこにつな

げるやっぱり自動車専用道路を目指すというの

が本来であれば議論しなきゃいけない部分だと

思っているんですね。そこが西廻り幹線道路と

かぶっていくと。いわゆる通常の国道は、あっ

ても結局渋滞とかで、ＢバイＣからいえば長井

西バイパスは十分工事できる、そのぐらいの交

通量、経済便益があるというふうに言われてま

すけども、そこを単なる287号線の規格の高い

道路の西バイパスじゃなくて、むしろ自動車専

用道路として、長井のインターは、例えば南と

か北とか中央とか、２カ所ぐらいは入れていた

だいて、あと、白鷹、荒砥から入れて山形に直

に行く348ルートですね、いわゆる。これは、

348号線は、長井市の今泉から長井を通って、

荒砥から348号線分かれて長谷堂のところまで

行くわけですね。ここの自動車専用道路化とい

うのが一番の戦略じゃないかというふうに思っ

てます。 

 ちょっと前置き長くなりましたけど、簡潔に
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お話を申し上げます。 

 まず、長井南バイパス西廻り幹線道路との接

続ルートの考え方でございますが、先ほど申し

上げましたように、東北中央自動車道の一昨年

の福島大笹生から米沢北の無料区間が開通した

ということ、また、ことしは南陽高畠から山形

上山のインターが供用されまして、仙台、山形、

福島、そして米沢のいわゆるビッグリングと言

われる環状高速道ネットワークが結ばれまして、

縦軸の整備が確実に進んできたということであ

ります。これとあわせて東北中央自動車道と日

本海沿岸東北自動車道を結ぶ横軸の道路の整備

も進められており、北部の新庄酒田道路と、南

部では私どもかする米沢山形南部連絡道路とい

うことになります。 

 新潟山形南部連絡道路は、新潟村上から南陽

市赤湯までの約80キロのうち、梨郷道路は南陽

市竹原から長井市今泉までの7.2キロでござい

ますが、平成20年度に着手しまして、ことしで

12年目でございますが、全体事業費が188億円、

用地進捗率は100％でございますけれども、事

業進捗率はまだ63％と言われております。ただ

し、ことしは昨年の1.5倍。昨年は30億円つい

たんですね。その前は６億円、７億円程度だっ

たんですよ。一気につきましたので、恐らくこ

れから、まだ発表にならないんですが、２年か

ら３年後に開通する見通しが見えてくるんじゃ

ないかと。まず２年後ぐらいに置賜総合病院の

前で長井南バイパスと、そして最終的に今泉の

現道の部分までプラス１年から、ないしは２年

と、ですから２年から４年ぐらいで全線開通す

るんじゃないかなというふうに思われておりま

す。 

 当道路と交差する287号線、米沢長井道路で

ございますけれども、東北中央自動車道米沢北

インターチェンジから泉まで結ぶＩＣのアクセ

ス道路といたしまして、距離が19.4キロ、全体

事業費319億円で平成９年度より着手しまして、

長井南バイパス6.3キロについては平成28年３

月に供用開始ということでございます。現在は、

米沢－川西間の３カ所、川西バイパス、米沢川

西バイパス、米沢北バイパスですか、これで工

事が進んでいるところでございます。 

 このような状況のもとで、これらの整備と連

動して、ネットワークを構築するという、先ほ

どから申し上げております県内唯一高速道路の

ない長井市が置賜30分構想の中核都市として置

賜圏域全体の発展を担うためにも、この米沢長

井道路を延長した形で西廻り幹線道路を本市の

重要事業要望書や置賜総合開発協議会の要望書

でも長井－白鷹間の規格の高い道路として要望

しているところでございます。さらには、昨年

度に白鷹と合同で長井～白鷹間西廻り幹線道路

建設促進期成同盟会を地元の段階から一旦市町

で受けて、それを一本化したということでござ

います。 

 その効果もあって、昨年度、長井南バイパス

起点から、これが重要なんですけど、長井北工

業団地までの国道287号線と一般県道勧進代舟

場線が国の重要物流道路に指定されたというこ

とは、重要物流道路は規格の高い道路、いわゆ

る自動車専用道路にするというのが国の指針で

ありますから、ここまでの目途はついたという

ことなんですね。したがって、私ども、過日も

鈴木一則議員に期成同盟会の総会にご出席いた

だきましたけれども、その前段の役員会の中で、

私のほうから白鷹町に今後の進め方としていろ

いろ提案して、議論いたしました。これらにつ

いては、まだ支障があるので、具体的にどこま

で合意したかということではないんですが、私

どもとしては、長井西バイパス、いわゆる泉か

ら、恐らくルートとしては一旦フラワー長井線

を越えて平野のほうに入って、場所はどこにな

るかわかりませんが、学習プラザ周辺、あるい

は西置賜行政組合の消防本部周辺、そして野川

を渡って西根に入って、そしてそこから北工業
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団地、あかしあ産業団地に入るルート、ここま

では西バイパスとして、重要物流道路として認

めていただけるんじゃないかというふうに思っ

ております。 

 ここについては、今後、具体的に県や国と協

議しないと何ともわかりませんが、重要物流道

路ってそこまで決まったわけですから、現道を

拡幅することは大変な時間と補償費、移転等々

を伴いますので、やはり移転等々少ないバイパ

ス化ということになりますと、いわゆる西根と

平野地区、中央地区で想定したある一定程度、

西廻り幹線道路とつながってくるんじゃないか

と。ここは自動車専用道路にできる可能性が高

いということでありますから、ここの国道287

号線の西廻り幹線道路との整合性をどうするか

と。西廻り幹線道路を白鷹と組んでいるところ

は、いわゆる荒砥橋まで287号線の道路を切っ

てほしいということですから、あくまでも県の

補助国道なんですね。自動車専用道路じゃない

と。ここが問題なんです。ですから今後、そこ

を検討してまいりたいと思います。 

 時間もありませんので、この辺のところは今

後の議論ということで、このぐらいにさせてい

ただいて、続いて、（３）でした。ごめんなさ

い。長井南バイパスから市内に入る渋滞緩和の

ための交通量を分散する道路整備が必要と考え

るがということで、これは、鈴木議員、ごもっ

とものご意見でございます。 

 もともと長井南バイパスの完成が間近い平成

25年あたりから、実は平県議にも相談しました

し、西置賜振興局、あとは総合支所のほうにも

相談したんですが、泉で南バイパス終わってま

すよね。これではいかにも泉から、特にさくら

大橋まで大渋滞になりますよと、ですからぜひ

もう１本先の、西の県道、あれは椿長井線でし

たっけ、そこまでつなげてもらえないかという

ことを重要事業の要望で話ししているんですが、

それは絶対だめだと、上げないでくれと一点張

りだったんですね。それはなぜかというと、も

う長井南バイパスの設計の段階で、もうそのル

ートじゃなくて、今のルート、決まっているわ

けだから、それ以外のことを今さら変更はでき

ないと、この一点張りでした。やるんだったら

その後やるしかないでしょうということで、受

けてもらえませんでした。結果として大変な状

況なわけですね。特に冬なんかは大変です。 

 それで、鈴木一則議員は泉地内の、いわゆる

具体的に言えば、路線名で言ったほうがいいの

かもしれませんが、佐藤商事さんの前のところ

から、287号線から県道に抜ける道路と、もう

１本は、須貝畳屋さんのところから四釜金属工

業、あそこを通って県道に抜けると、あの２本

を整備・拡幅するということですね。少なくと

も２本のうち１本をやるだけで随分違うんじゃ

ないかということで私どもも聞いておりました

し、地元からも要望ありました。そんなことも

踏まえて完成する前に何とかということだった

んですが、確かに通り抜け道路としてはいいん

ですけども、ただ、287号線から県道に行くに

はいいんです。でも県道から287号線には入れ

ないんですね。信号がないと入れないんですよ。

やっぱり横断して右折するときに、左のライン

に入るにはやっぱり信号がないと朝のラッシュ

時はかなり厳しいだろうということで、そうす

ると、一番いいのは、南バイパスからあそこの、

今、マイクロソリューションで使ってる、あそ

このところ、建物を移転してもらって、あそこ

に道路を切るとスムーズなんだと思うんですね。

あの変則の、今度は５差路になると思うんです

が、そうするとスムーズにあちらの県道のほう

に、要は長井の西のほうに行く車とか、中心部

でも方向性によっては通り抜けで分散されると

思うんですが、そういったところが非常に課題

だと思っております。ただ、地元泉地区の皆様

などについても非常に危険だという声がありま

すので、この辺のところを再度協議しながら、
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分散化をどう図っていくかということは具体的

に協議してまいりたいと思います。 

 交通量もバイパスできる前は１万1,000台だ

ったんですが、１日、今、１万2,700台と非常

にふえております。そんなことなどもありまし

て、詳細について、また別の機会にいろいろ具

体的に協議といいますか、議論したいと思いま

すので、私のほうからはこのぐらいにさせてい

ただきますが、今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

○平 進介議長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 私のほうには西廻り幹線道路に伴う既存道の

実態把握と戦略的な整備の検討ということでご

質問をいただいております。 

 地域のみちづくりビジョンの考え方は、地域

の活性化につながる道づくりであり、かつ都市

での渋滞や施設の老朽化、交通安全対策等地域

課題解決のための道づくりでもございます。 

 西廻り幹線道路は、県内の縦軸、横軸の高速

交通網が整備されていく中、それらと本市がネ

ットワークを構築することで、観光や物流、救

急医療などの速達性や定時制のみならず、圏域

の中核を担う意味でも、地域の活性化につなが

る道づくりでございます。さらには、先ほどか

らの渋滞対策であったり安全対策の地域課題の

解決のための道づくりでもございます。 

 このように両面を担う道づくりでありますの

で、何よりも長井に住んでおられる方が利便性

の向上を図る意味で、議員ご指摘の通勤経路、

経済圏域や、例えば置賜生涯学習プラザ、消防

署等重要施設を考慮したインターチェンジの設

置、そしてルートの選定についても、交通量の

ある１、２級市道に接することなど、生活面に

も重視した道路計画を効率的かつ効果的に図っ

ていくことが広域的で、かつ地域的な戦略にも

つながるものと考えているところでございます。 

○平 進介議長 佐原勝博建設課長。 

○佐原勝博建設課長 ご質問の長井南バイパスの

整備経過と米沢北インターチェンジまでの整備

計画につきましてお答えいたします。 

 長井南バイパスにつきましては、今泉交差点

の渋滞緩和や国道113号の交通混雑を解消する

とともに、置賜道路ネットワークの構築により

地域間の交流促進を図る目的で、議員おっしゃ

いますとおり、平成８年にルート協議が行われ、

平成９年度に事業が着手されたところでござい

ます。まず最初に川西町西大塚から町道大塚東

線までの1.5キロメートル区間が平成14年度に

供用が開始され、長井市側の事業着手につきま

しては平成12年度から始まり、町道大塚東線か

ら国道113号を経由して市道歌丸河井線までの

3.5キロメートル区間が平成22年３月に供用が

開始されておるところでございます。しらかわ

大橋が完成しました平成28年３月に河井から泉

までの1.3キロメートルが完成しましたことに

より、全線が開通したところでございます。延

長につきましては6.3キロメートル、総事業費

は115億円でございました。 

 次に、東北中央自動車道米沢北インターチェ

ンジまでの国道287号の整備計画でございます

が、平成24年度に事業が着手されました川西バ

イパス、延長5.7キロメートル、平成28年度に

事業着手されました米沢川西バイパス、延長４

キロメートル、平成16年度に事業が着手されて

おります米沢北バイパス、延長3.4キロメート

ルの３カ所、総延長13.1キロメートルにつきま

して、現在事業が進められておるところでござ

います。全体事業費は319億円で、平成30年度

末での進捗率は61％になってございます。今年

度の予算額につきましては10億円で、事業内容

といたしましては、橋梁工事や用地補償等が予

定されているところでございます。 

 続きまして、市街地以北の国道287号の整備

経過と計画についてでございますが、長井市森

から五十川までの延長1.5キロメートルの森バ
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イパスは、平成20年度に事業が着手され、平成

26年６月に供用が開始されているところでござ

います。事業費につきましては12億円でござい

ました。 

 また、白鷹町地内におきましては、白鷹町大

字荒砥から大字下山までの改良区間は、延長

5.3キロメートルのうち2.9キロメートルが平成

24年度までに完成しておりますが、今年度の整

備計画といたしましては、残りの大字菖蒲から

大字下山間の延長2.4キロメートルがいまだ計

画区間でございますので、令和２年度の事業の

着手に向けまして、要望活動を行っているとこ

ろでございます。 

○平 進介議長 桐生芳弘教育参事。 

○桐生芳弘教育参事 それでは、重要文化的景観

の今後の展開と可能性について、２点ご質問を

いただいておりますので、それぞれご答弁をさ

せていただきます。 

 初めに、制度的には保護、保存だけで、活用

できないのかについてお答えいたします。 

 文化財保護法のもとでの文化的景観について

は、いかに保護、保存を進めるかというのが主

眼になっていると認識しております。重要文化

的景観については、改めて申し上げますと、文

化財保護法第２条第１項、第５項で、地域にお

ける人々の生活またはなりわい及び当該地域の

風土により形成された景観地で、我が国民の生

活またはなりわいの理解のために欠くことがで

きないものとされております。 

 議員からありましたように、先人が残してき

た伝統文化や文化財を守っていくことは、郷土

の誇りを後世に伝えていくことであり、長井の

個性ある文化的景観を丁寧かつ慎重に地域で守

り、次世代へと継承していくことは、現代にお

ける私たちの使命であると考えております。 

 また、文化的景観、長井の町場景観という生

きた文化財を磨き、新たな景観整備の考え方を

創造して、江戸期の都市構造や生活文化を継承

しつつ、将来に向けて望ましい文化的景観を保

全、整備することは、町の魅力を引き出し、ひ

いては観光振興や地域振興につながるものと考

えております。 

 この４月に文化財保護法が改正されまして、

その中で、文化財を生かした地域振興という観

点から、保護中心から保存と活用の両立を図る

ことということに転換されているところでござ

います。観光振興や地域振興につながるという

ようなことで、そのようなことが背景になって

改正が行われたものと考えております。 

 一方、文化財をめぐる状況としては、保護よ

りも活動や商業利用が重視されまして、その結

果、稼げる、稼げないといった経済的な観点か

ら文化財同士の競合が生じて、文化財の変質や

改変を引き起こす、また、観光目的が優先され

まして、文化財に想定外の変化が生じて、保

護・継承活動にそごが生じたというようなこと

も全国的には発生しているところでございます。 

 長井市におきましては、平成30年２月に国の

重要文化的景観に制定されて以降、本市の自然

特性や建物、史跡などを紹介する企画展、また

これらを活用した旅行商品の企画、重要文化的

景観を考えるトークイベントの開催、河川の清

掃として、文化的景観を学ぶ水守アクションの

実施、それから、文化的景観便りとして市報で

の定期的な広報やパンフレットなども準備して、

市民への周知を図りまして、長井の魅力を発信

し、地域で守る機運の醸成に努めてきたところ

でございます。このような取り組みを積み上げ

ながら、さまざまな活用をさらに検討してまい

りたいと思います。 

 また、ことしの10月には、全国文化的景観地

区連絡協議会が大江町を会場に開催されます。

ここには選定された全国64カ所が一堂に会する

機会ということで、連携して魅力を高める方策

を今後検討できればというふうに考えていると

ころでございます。 
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 さらに、ハードの面につきましては、文化的

景観保護推進事業国庫補助におきまして、重要

文化的景観を周知するために設置する標識や説

明看板の設置、重要な構成要素への防災施設、

トイレ、休憩所、ガイダンス施設などの設置、

重要な構成要素となる物件の復旧、修理及び修

景工事が対象となっておりますので、文化的景

観の活用という点では、このような補助金の活

用ということも検討してまいりたいというふう

に思います。 

 次に、今後も追加選定や調査などがあるが、

十分な推進体制なのかについてお答えいたしま

す。 

 現在、少子高齢化が進む中で、文化財の滅失

や散逸等の防止が喫緊の課題となっております。

適切な管理を怠り、価値が失われるということ

は避けなければならないというふうに思ってお

ります。文化財を中心に、所有者、その後継者、

有識者、地域社会をまとめ上げ、文化財のより

よい保護と活用を進めるプラットフォームとな

る行政の役割は、今後ますます拡大するものと

考えております。 

 先ほど文化財保護法の改正についてお話しい

たしましたが、このたびの改正では、国で所管

している文化財行政の一部も市町村や都道府県

へ権限移譲することができるということもあり

ますので、その辺を考えますと、今後ますます

役割というのは重要になってくるのかなという

ふうに思っております。 

 議員ご指摘のとおり、具体的事業の計画、そ

れにかかわる地権者や所有者の理解、さらに後

背地の追加選定など、現在抱える課題や業務は

山積しております。将来、地域がより柔軟に文

化財の保護や活動を進めて、地域づくりやまち

づくりに文化財を活用できるようにすることは、

自治体の生き残りをかけた大事な戦略の一つと

思いますので、今後、過不足のない人員体制の

構築というのは喫緊の課題と考えておるところ

でございます。 

○平 進介議長 佐々木勝彦文化生涯学習課長。 

○佐々木勝彦文化生涯学習課長 私のほうには２

点ご質問を頂戴しました。答弁させていただき

たいというふうに思います。 

 初めに、構想案の周知は行ったのか、整備計

画策定の進捗状況はという質問でございます。 

 昨年度に整備構想を取りまとめたところです

が、その周知はまだ行っていない状況でござい

ます。 

 また、今年度策定予定の整備計画につきまし

ては、先ごろ策定業務を委託しまして、準備を

進めているところでございます。 

 整備構想と整備計画は一体なものであります

ので、年度ごとに分けないで一括して策定する

方法もあったというふうに考えておりますが、

整備構想は、選定された区域について、文化的

景観の保護とともに、地域の魅力の再発見につ

ながる取り組みについての構想を示して、整備

計画の理念や方針を示すものというふうに考え

ております。 

 一方、整備計画は、長井の町場景観の重要文

化的景観の価値を適切に保存し、未来へ継承し

ていくために、具体的な保存、活用の内容と推

進方法を示すものでございまして、整備事業を

実施する位置及び範囲、具体的な整備の手法、

事業ごとの優先順位とそのスケジュール、予算

規模などを示すものでございます。 

 また、整備計画につきましては、保存すべき

景観の関係者や近隣住民、関係機関にご理解い

ただくことが重要であるというふうに考えてお

ります。十分に説明し、具体的な整備手法につ

いてご相談することが必要になってくるという

ふうに考えております。また、地域で景観、そ

して文化財を守ろうとする理解をいただきまし

て、そのような機運につながることが最優先と

いうふうに考えているところでございます。 

 このように、策定するまでさまざまな検討や
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手順が求められまして、このたびのように２年

にかけて段階的に策定することといたしたとこ

ろでございました。整備計画が策定された後に

一つにまとめまして、周知を図り、文化的景観

に係る施策のよりどころとして、事業の推進を

図る予定でおります。整備計画策定を進める中

で、構想の微調整も若干必要になってくるとい

うふうに考えておりますので、計画ができ次第、

構想も一体的に仕上げてまいりたいというふう

に考えております。その後、文化的景観保護推

進国庫補助などを受けながら、いよいよ各種整

備事業に着手できるというふうに考えていると

ころでございます。 

 ２つ目のご質問でございます。庁内連携の課

題とはというふうなご質問をいただきました。 

 平成30年に選定を受けまして、昨年度はその

周知に努めてまいりました。文化的景観の今後

の展開、進め方について検討する中で、さまざ

まな課題が見えてきたところでございます。 

 文化的景観の価値の普及啓発がまだ不十分で

ございまして、地域全体で景観や文化財を守ろ

うとする理解が浸透していない、これらの価値

をまちづくりにどう生かすか、まだまとめ切れ

ていないなどを問題として考えてきたところで

ございます。庁内での連携を図り、市民や有識

者などからのご意見を踏まえ、検討しなければ

ならないと考えております。議員の皆様からも

ご指導をいただきたいというふうに考えている

ところでございます。 

 また、文化的景観の利活用と推進方法におい

て、道路、河川等の社会資本整備計画、空き家

対策、商業振興、観光活用など、さまざまな分

野からの検討が必要であるというふうに考えて

おります。連携して進める体制づくりが必要で

あるというふうに考えているところでございま

す。 

 さらに、議員ご指摘の景観計画に係る調整も

課題というふうに考えているところでございま

す。景観計画の区域内での景観に大きな影響を

与えるおそれがある事案につきましては、対応

するルールが必要になるというふうに考えてお

りますので、今後、精査していかなければなら

ないというふうに考えているところでございま

す。 

○平 進介議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 大変ご丁寧な答弁をいた

だきまして、ありがとうございました。 

 まず最初に、文化的景観のほうを先にちょっ

と再質問をさせていただきたいと思います。 

 文化的景観選定までも６年から７年ぐらいの

期間を要して、相当皆さんの意見の集約をしな

がら、ようやくといいますか、選定をいただい

たということで、実質、中身は具体的なところ

の部分を掌握しないままに、選定されたところ

で、よかった、よかったという部分ではいたと

今回は思ってます。今回の成果報告書を見させ

ていただいてびっくりしたのが、やはり余りに

も課題がすごく多いし、これから市として取り

組むに当たり、一貫性がないと進まないという

部分では、さまざまな行政の中の事業を統一的

に考えていかないとならないという感覚を今の

ご答弁からもお伺いをしたところです。 

 先日、２日目の渡部議員の関係人口ですか、

そのときの竹田参事の答弁の中に、ふるさと長

井会の遠藤剛さんから三省堂のブックカバーの

お話がありました。あのお話を聞いたときに、

長井市のＰＲとして非常にありがたいなと、文

化的景観って最高じゃないかとすごく感じたの

で、すぐにでも皆さんにご周知できたり、長井

の観光やさまざまな部分に好影響があるものと

して、ふるさと長井会、さらには長井の地元に

関心を持っていただく方々、地元であった方々、

それから新たに長井に関心を持っていただいて

来てみたいという方々にすごくいいことだなと

いうふうに思ったところでしたけども、なかな

かそれを知らしめるにはまだまだ時間がかかる
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というふうな感じがしたんですけども、そこら

辺について、教育参事から今後の見込みをちょ

っと、ご見解をいただければと思います。 

○平 進介議長 桐生芳弘教育参事。 

○桐生芳弘教育参事 今、教育委員会内で今後の

文化的景観について、まず、今、整備計画を作

成しているわけですが、それも含めてどのよう

に今後ＰＲをしていくか。特にやっぱり観光と

いうのが一番大きな文化的景観の活用方法だと

思いますので、それを含めた上で、どのような

スケジュールでどういったＰＲをしていくかと

いうようなことを検討しているところでござい

ますので、今後、さまざまな方々のご意見をい

ただきながら進めるところでございますので、

その辺、まず、今、検討しているというふうな

ことでご理解いただきたいと思います。 

○平 進介議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 ありがとうございます。 

 ぜひ整備計画、構想のほうを早く仕上げてい

ただいて、市民の方々にぜひにご理解をいただ

き、積極的な協力をいただきながら、誇れる文

化的景観都市というか、長井市として市内外に

発信ができるようにしていただきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いいたしま

す。 

 西廻り幹線道路に関してですけども、建設参

事にお伺いしますが、今、市長からも今後の構

想など、考え方、少しちらちらといただきまし

たけども、実際には、館野谷地橋線というのが

いつできるかわからないという形で、計画道路

にはなっているんですが、これは全部西側に館

野谷地橋線、それから西廻り幹線道路、それか

ら、高速交通網という形の考え方と、今お話を

いただきましたので、まずは現在具体的に計画

されている館野谷地橋線の計画について、どの

ように考えていらっしゃるか、ご見解をいただ

きたいと思います。 

○平 進介議長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 議員ご指摘の都市計画道路館野谷地橋線につ

きましては、当初決定が昭和37年11月、最終決

定が昭和63年の７月というふうに、今から30年

前に都市計画決定された路線でございます。当

時の人口増加が見込めた時代と違いまして、現

在は少子高齢化による人口減少社会を見据えた

コンパクトシティーを進めていく過程において、

昨年度策定した立地適正化計画の居住誘導区域

の外でもございます。山形県のほうからも全県

的な都市計画道路の見直しというふうなことは

言われておりまして、本路線の意義を改めて検

討の上、今後、都市計画道路全体としてどうい

ったふうにしていくのかという見直しを図って

いきたいというふうに考えております。 

○平 進介議長 １番、鈴木一則議員。 

○１番 鈴木一則議員 ありがとうございました。 

 いわゆる時代もかわり、やはり道路行政も相

当いろんな意味でいうと、新たな時代というか、

戦略的に考えて、早目に早目に手を打っていく

ということも必要ですが、やはり皆さんとの共

通理解というのは非常に必要だと思いますので、

そこら辺を踏まえて、ぜひに今後進めていただ

ければというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

○平 進介議長 ここで昼食のため暫時休憩いた

します。再開は午後１時といたします。 

 

 

   午後 ０時０１分 休憩 

   午後 １時００分 再開 

 

 

○平 進介議長 休憩前に復し、午前に引き続き

会議を再開いたします。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 


